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【問題 1】 

【問 1.1】図のような予算制約線 A、B、C と無差別曲線 U があるとき、最適な消費の組み

合わせとなる予算制約線はどれか？正しいと思うものをまるで囲め（ A、B、C ）〔１点〕 
 
【問1.2】最適な消費の組み合わせを示す点 E はどこになるか？図の中に点 E を書き込め。 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
【問 1.3】ある土地市場に関して、図のような予算制約線と無差別曲線がある。消費される

合成財の量、土地面積の大きさを図から読みとれ。また、その土地の価格水準は図のどの

部分で現されることになるか、価格を R として図に書き込め。〔１点×３問〕 
                      

   合成財   80 個 
                        土地面積  23 ㎡ 
 
 
 
 
 
 
 
 
【問 2】先週の授業において、同質な家計を仮定すると、土地市場の均衡では引越しが生じ

ないことを説明した。これは、土地市場の全ての地点において無差別曲線が同じになるた

めに生じる。このロジックについて考えてみよう。 
先週の授業で説明したような、月給が 22 万円、地代が 4000 円/㎡、合成財が 1 円/個の市

場において、交通費が 2 万円/月と 5 万円/月の 2 種類の場所のどちらに住むか考えてみる。 
 

【問 2.1】それぞれの予算制約線を求めよ。ただし、消費する土地サービスを q（㎡）、合

成財を z(個)とする。〔１点×２問〕 

 交通費が 2 万円/月の場所：20 万＝ｚ+4000q 
 交通費が 5 万円/月の場所：17 万＝ｚ+4000q 

E 

R 

面積（㎡） 

〔１点〕 

満点 22 点 
 

試験結果 
受験者数 49 人 
最高点  22 点 
最低点  6 点 
平均点  13.3 点 
標準偏差 4.54 点 



【問 2.2】より高い効用が得られるのはどちらの場所か丸で囲め〔１点〕 

( 交通費が 2 万円/月の場所、交通費が 5 万円/月の場所) 
 
上記のような場合、一般的な個人はより大きな効用が得られる場所に住むことを考える。

しかし、それぞれの地点で供給される土地サービスは一定なので、それぞれの場所におけ

る無差別曲線では以下のような動きが生じると考えられる。適切だと思われる選択肢に丸

をつけよ。 
【問 2.3】交通費 2 万円の場所における無差別曲線の動き 〔全部正解で２点〕 

   その場所に対する需要曲線の移動経路（右シフト、左シフト、移動しない） 
   土地価格の変化（上昇する、下落する、変化しない） 
   予算制約線の移動経路（右シフト、左シフト、移動しない） 
   無差別曲線の移動経路（右シフト、左シフト、移動しない） 
   この結果、効用の減少が生じて、需要曲線の移動が少々収まる 
【問 2.4】交通費 5 万円の場所における無差別曲線の動き〔全部正解で２点〕 

   その場所に対する需要曲線の移動経路（右シフト、左シフト、移動しない） 
   土地価格の変化（上昇する、下落する、変化しない） 
   予算制約線の移動経路（右シフト、左シフト、移動しない） 
   無差別曲線の移動経路（右シフト、左シフト、移動しない） 
   この結果、効用の増大が生じて、需要曲線の移動が少々収まる 
 
【問 3】以下の各問に答えよ。空欄には適切な言葉を、選択肢には丸をつけよ。 
【問 3.1】引越しの起こらない均衡状態において、需要される土地は中心地からの距離の違

いによって、（ 付け値地代 ）と（ 敷地面積 ）が異なる。〔１点×２問〕 
 
【問 3.2】付け根地代は、中心地からの遠くなるほど（高くなる、安くなる、変化しない）。

土地面積は中心地に近くなるほど（広くなる、狭くなる、変化しない）。〔１点×２問〕 
 
【問 3.3】先週の授業では、異なる効用をもたらす都市があった場合、最終的に移動は収ま

ると説明した。このときに必要な仮定は何か？また、なぜ移動は収まるのか簡潔に説明せ

よ。 
     【必要な仮定】（ 人は費用 0 で自由に移動できる ）〔１点〕 

   【移動が収まる根拠】〔２点〕 

     移動費用が 0 であれば、都市間の効用水準が等しくなるまで移動（＝引越し）

が生じるため。 

 
【問 3.4】同質な個人が存在する土地市場において、効用水準が減少した場合、消費される

合成財の量は（増加する、減少する、変化しない）。また、消費される土地面積は（大きく

なる、小さくなる、変わらない）。このとき、付け値地代は（高くなる、低くなる、代わら

ない）。ただし、合成財価格は変化しないものとする。〔１点×３問〕 
 
 

コメント [h1]: 「交通費」「予算制

約線」と解答しているものも正解
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